
ペプチド受容体放射性核種（PRRT）療法を受けられる方へ

□ 治療の内容、流れ、注意事項がわかる □ 副作用出現時は医療者へ報告できる □ 副作用症状の予防、対処行動がとれる

□ 副作用症状の予防、対処行動がとれる □ 退院後の生活に向けて準備をすることができる

□ 転倒、転落を予防する行動ができる

□ 入院時の持ち物や注意点を説明します □ 同意書の確認をします □ 面会はできません □

（『入院のご案内』を見てください） □ □ 治療開始後は病室のドアを閉鎖し隔離します

□ □ □ 退院時、持ち込み物品で汚染が確認されたのもは廃棄します

□ パンフレットを使用して退院後の生活について説明します

□ 副作用の対応策について説明します

□ 必要な荷物はまとめてください □

□ 病室内に持ち込んだ荷物はビニール袋に入れて保管してください

□ □

□ アイソトープセンター看護師が訪問します

□ 点滴の針を入れます □ 点滴の針を抜きます

□ 安静制限はありません □ 病室内は制限はありません。病室外には出ないでください

□ 点滴漏れを防ぐためにできるだけ安静にしてください

□ 入院時に内服薬を確認します □ 抗がん薬治療（アイソトープセンターで投与します） □ 症状に応じて副作用を軽減する薬を使用します

【 ① ライザケア　4時間 】

【 ② ルタテラ　30分 】

□ 採血 □ 口腔外科診察 □ 検査は前日にお知らせします

□ 検温 □

□ 身長測定、体重測定 □ 看護師が病室外から目視で、副作用症状の観察をします

□ 点滴の針が入っているところを観察します

□ 食事制限はありません □ 昼食は絶食です

□

□ できるだけ多くの水分を摂取してください

□ シャワー浴ができます □ シャワー浴はできません □ 退院後、入浴はできますが一番最後に入りお湯は流してください

□

□

□

□

状況に応じて予定が変更になる場合があります。ご不明な点がありましたらお尋ねください

処置

治療で使用した放射性ルテチウムは退院後も一定期間、放射線を出し

ますので、日常生活で注意が必要です

清潔

排泄
排泄後は蓋を閉めて2回流してください。排泄物が皮膚についた場合は、必ず石けんでよく洗ってください

使い捨て食器を使用します。食事が終わりましたら、食器、残飯はゴミ箱に捨ててください

観察

食事

活動

薬剤

検査

治療開始後は室外に出ることはできませんので嗜好品や気分転換が図

れるものをご用意ください（退院時、放射線汚染があれば持ち帰るこ

とはできません）

治療中、緊急時以外は医療者は入室できません。御用がある際はナー

スコールでお知らせください

食事や薬剤の受け渡しは病室内の所定のテーブルでおこないます

便汚染がある場合には、ナースコールでお知らせください

排尿は蓄尿となります。排泄はゴム手袋を着用し便座に座って排泄してください

目標

外来（入院前日まで）

説明

退院後の生活に関する注意点を説明し

ます

退院後もしばらくは日常生活での注意が必要です。パンフレットの「退院後の注意事項」を見て注意してください

入院生活、治療の内容、スケジュール、注意事項、退院後の生活につ

いて説明します（『ルタテラによる治療を受ける患者さんとご家族の

方へ』のパンフレットを見てください）

治療中に病室内へ持ち込むものは最低限にし、必要なものはラップや

袋をご持参いただき、包んで使用してください

入院日（治療前） 治療当日 治療2日目～退院まで

ご自身で体温と血圧をはかり、値を所定の用紙に記入してください

兵庫県立がんセンター 消化器内科 2026/4/1


